
 

 

 

 
 
 
       
 
   

      

     

 

 

 

 

 

 
 
 

 

 

   

 

 

 

 
      

 

 

 
 
 
 
 

子どもたちを放射能汚染から守り、原発から自然エネルギーへの転換をめざす女性ネットワークみやぎ 

「女性ネットみやぎ」ニュース  No.78 2018.9.30 
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女川原発２号機稼動の是非に係る県民投票条例の制定を求める 

 

 

 

 

② 

9月 23日 東京エレクトロンホール 601  

9 月 23 日、10 月 2 日から始める女川原発２号機の再稼

動の是非を県民投票で、と県民投票条例の制定を求める直接

請求署名運動のキックオフ集会が開催されました。県内各地か

ら、熱い意気込みを持って参加してきた 280人を超える皆さんの

強いまなざしが報告者に向けられ、しっかりと聞き取っていました。 

◆多々良代表あいさつ・・・呼びかけを発してからここまでの進捗

状況を報告しました。法定署名を集める協力者(受任者)の事

前登録が全県で 6000 人を超え、各地・各団体での学習会や

説明会は150回以上開催され、この後も計画されており、さらに

賛同が広がっている事を話し、「この直接請求署名運動をみんな

で必ず成功させましょう」と訴えました。 

◆提出する「県民投票条例（案）」を中嶋廉さんが説明 

 運動の基本となる「条例案」の主な点を説明しました。 

◆10 月 2 日、法定署名運動スタート 12 月２日まで。  

集会では、さまざまな質問、意見がありましたが、時間がな

くて、十分に理解していただいたか不安もあります。不明な点

は、遠慮なく「みんなで決める会」にご連絡、お尋ねください。

電話、FAX、ホームページなど SNS でも送って下さい。 

協力者として事前登録していただいたみなさんは、受任者

となり、この運動の代表多々良哲さんからの委任状を持っ

て、署名を集めます。新たな受任者も大歓迎です。受任者

登録用紙に記入してください。受任者も法定署名も、最終

日 12月 2日までどんどん広げることができます。 

署名簿が届いたら、さっそくご家族やお知り合いに訴えて、

記入してもらいましょう。自筆の署名・押印(拇印も可)・受

任者と同じ市区町村である事などを確認してください。署名

簿は十分用意されていますから、何枚でも集められます。 

 

 

 

 

県に対して条例制定請求書を提出した。 10 月 
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女川原発再稼動 STOP！放射能汚染ゴミ焼却・埋め込み反対！さらに強く大きな声をあげよう ！ 
県民投票条例の制定で「再稼動の是非は県民が決める！」を実現しよう！ 
  

◆脱原発デモ・金曜デモなど 
＊旧古川地域：大崎 demo 金曜デモ・毎週金曜 17 時半・あさひ中央公園集合後デモ 

＊塩釜地域：塩釜きん発デモ・金曜 17 時半下馬駅裏宮城民医連事業協前集合後デモ出発 

＊岩沼市:「原発ゼロ戦争させない岩沼歩き隊」毎月第 3金曜日 14時岩沼駅東口広場で集会後デモ 

＊仙台長町地域：第3水曜17時半～原発も戦争も NO！たいはくアクション・仙台長町・蛸薬師境内集会後デモ 

＊脱原発みやぎ金曜デモ仙台中央部：「女川原発再稼働するな！子供を守れ！汚染はいらない！みやぎ金曜デモ） 

9/30(日) 14:30元鍛冶丁公園集合、15:00デモ出発  

10月5日元鍛冶丁公園12日勾当台公園野音19日東北大北門前26日肴町公園18時集合 
 

◆9月29日(土)13時半～講演会「どうなる？アベ改憲の行方」講師・草場裕之弁護士 於・フォレスト仙台４F ４A会議室  

                                                  主催・仙台地区教職員九条の会参加費500円辺野 

◆10月3日(水)18時15分～宮城憲法会議憲法学校「辺野古新基地阻止は全国の願い」講師・加藤裕弁護士８沖縄県訴訟代理人） 

                                                  於・仙台弁護士会館 資料代300円 

◆10月2日~12月2日 女川原発2号機の稼働に係る県民投票条例の制定を求める直接請求署名運動(全県で) 

◆10月3日(水)~9日(火)日本軍「慰安婦」問題パネル展―軍隊は女性を守らない―於・仙台市福祉プラザ２F展示ロビー 無料            

主催・日本軍「慰安婦」問題の早期解決をめざす宮城の会     

◆10月10日(水)20日(土)12時~13時「県民投票条例の制定を求める直接請求署名運動」宣伝と署名 於・一番町フォーラス前 

◆10月14日(日)9時半～坂総合病院・友の会健康まつり 会場で「みんなで決める会」の直接請求署名活動 

◆10月21日(日)14時~17時 西尾正道医師講演会「内部被ばくを考える」～福島原発事故後の望ましい健康管理の在り方について～ 

             於・エルパーク仙台５Fセミナーホール：無料  主催：日本キリスト教団東北教区放射能問題支援対策室いずみ  

共催：宮城県民主医療機関連合会・日本キリスト教団、東北教区宣教部委員会・生活協同組合あいコープみやぎ、日本カトリック医師会仙台支部 

◆10月27日(土)13時半～第2回市民政治フォーラム「水道事業の在り方を考える―みやぎ型方式の検証―」主催・市民政治・宮城 
           講師：橋本淳司さん(水ジャーナリスト) パネラー：菅間 進さん（宮城県議）ほか 於・仙台市・エッグホール 無料 
◆11月3日(土・祝)13時半～「みんなで決める会」とりくみの折り返し点での集会を予定 於・戦災復興記念館 

◆11月16日(金)13時半～男女共同参画推進せんだいフォーラム2018「宮城の先人に学ぶ現代につながる自由と憲法～今、 民主主義の危機に」 

                                      企画：「女の平和」ピースアクションみやぎ・宮城女性9条の会  参加費500円 

◆11月18日(日)13時～ 憲法9条を守り生かす宮城のつどい2018  於・仙台サンプラザ大ホール 

第1部 おはなし 伊藤真さん「私たちが決める日本の未来～自衛隊明記でどうかわる？私たちのくらし」 伊藤真さん 

第2部 演奏 仙台弁護士会スウィングローヤーズ 

 ■署名簿が届くのはいつ？いつまで集めるの？ 

 条例制定を求める請求者の代表（多々良哲さん）が、

条例案を添えて県選管に請求➜代表者の交付を受ける➜

受付番号の付いた証明書と代表からの委任状が付いた署

名用紙を印刷➜代表印が付いた委任状付き署名簿完成

➜受任者の皆さんにお届け（10月 3日から各地の署名セン

ターや団体、事前登録していただいた方へ）10月 2日～12

月 2日まで 62日間が署名運動期間。集まった署名の全

てを「みんなで決める会に集約」し、12月 10日(予定)には、

各市区町村選管に提出、有権者名簿と照合されます。 

。。 

 

■署名用紙は各市区町村名が印字した用紙・印字してい

ない用紙・代筆を希望する方のための署名簿(代筆用署名簿)

があります。代筆用紙は、必要な場合に連絡ください。 

■集めた署名の集約場所は？ 

各市区町村の集約センターや集約できる連絡所などで取

りまとめています。「みんなで決める会」事務所ももちろんＯＫ。 

12 月 2日(日)最終日まで、大いに広げ、集めましょう。 

■直接請求署名運動を県民すべてに知らせよう！ 

12 月 1 日に更新される選管有権者名簿に載っていれ

ば、署名は有効です。疑問点あれば、ご連絡ください。 

女川原発の稼働の是非に係る県民投票条例制定を求める署名について 

宮城県条例制定請求署名運動は、 です。 
 
 

9月 27日、東北電力の原田宏哉社長は、記者会見で女川原発１号機につ

いて、「廃炉も具体的な選択肢として検討していく」ことを明らかにしました。その理

由として、１号機は運転開始から 35年目、格納容器などの設計が古いことから、

２号機で進めている安全対策のノウハウを生かすのが難しい、と話しています。 

震災による女川原発３基それぞれの損傷がどれほどなのか、はっきり報道されて

いませんが、7 年半も動かなくても、ほかの発電機によって供給され、この暑い夏も

電気は十分でした。住民のいのちと暮らしを考えず、営利を優先して、震災被災し

た２号機に大金を投入し、何としても動かそうとする東北電力に、県民投票実施

を必ず実現して、多くの県民の意志を知らしめましょう！原発いらない！！（ｈ） 

「女川原発1号機
の廃炉も視野に
検討する」と 

 ・・・・東北電力社長 


